
７
月
30
日
、
中
央
区
都
市
計
画
審
議

会
が
開
か
れ
、
「
月
島
三
丁
目
北
地
区
」

の
市
街
地
再
開
発
事
業
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
計
画
は
、
月
島
三
丁
目
の
西
仲

通
り
商
店
街
と
隅
田
川
に
挟
ま
れ
た
２

街
区
を
一
つ
に
し
、
59
階
の
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る
も
の
で
す
。

都
市
計
画
案
に
は
、
賛
成
意
見
が
15

通
16
名
、
反
対
意
見
が
48
通
２
１
４
名

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

反
対
意
見
に
は
、
月
島
の
長
屋
の
街

割
り
を
破
壊
し
、
月
島
の
文
化
、
歴
史
、

生
活
者
の
息
遣
い
ま
で
根
こ
そ
ぎ
破
壊

し
て
し
ま
う
こ
と
や
日
影
の
問
題
な
ど

へ
の
不
安
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
含
め
た
近
隣

住
民
か
ら
は
、
意
見
書
や
請
願
が
区
議

会
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
私
は
、
「
事
業
計
画
の
問

題
点
」
「
中
央
区
行
政
の
在
り
方
」

「
準
備
組
合
の
対
応
」
な
ど
に
つ
い
て
、

20
数
項
目
の
問
題
点
を
示
し
て
質
疑
応

答
し
ま
し
た
が
、
疑
問
が
解
消
す
る
ど

こ
ろ
か
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
い
内
容
は
「
市
街
地
再
開
発
事

業
の
闇
」
の
連
載
の
中
で
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

私
は
「
今
の
状
況
で
、
こ
の
計
画
を

認
め
て
し
ま
え
ば
、
大
き
な
禍
根
を
残

し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ま
ち
づ
く

り
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
と

し
て
、
「
採
決
の
延
期
」
を
求
め
ま
し

た
。私

の
提
案
を
受
け
て
他
の
委
員
の
方

た
ち
が
発
言
し
ま
し
た
。

「
長
期
的
都
市
戦
略
と
し
て
市
街
地
再

開
発
事
業
の
よ
う
な
や
り
方
は
疑
問
。

決
定
に
躊
躇
が
あ
る
」

ち
ゅ
う
ち
ょ

（
伊
藤
香
織
東
京
理
科
大
学
教
授
）

「
そ
ろ
そ
ろ
違
う
や
り
方
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
知
恵
を

出
さ
せ
れ
ば
開
発
ス
ケ
ー
ル
は
抑
え
ら

れ
る
。
地
区
計
画
の
変
更
は
、
住
民
へ

の
裏
切
り
で
は
な
い
か
。
合
意
が
取
れ

て
い
な
い
の
で
採
決
に
躊
躇
し
て
い
る
」

（
饗
庭
伸
首
都
大
学
教
授
）

あ

い

ば

な
ど
、
批
判
の
声
が
あ
が
っ
た
の
で

す
。残

念
な
が
ら
採
決
延
期
の
「
動
議
」

は
否
決
さ
れ
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
で
、
私
は
「
反
対
」
、
伊
藤
氏

と
饗
庭
氏
は
「
保
留
」
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
都
市
計
画
審
議
会
で
、
批

判
的
な
意
見
を
述
べ
る
の
は
、
ほ
と
ん

ど
私
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
学
識
者

か
ら
も
批
判
的
な
意
見
が
出
さ
れ
た
こ

と
は
、
重
要
な
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。
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市
街
地
再
開
発
事
業
で
建
設
さ
れ
た

超
高
層
ビ
ル
の
新
し
い
床
（
保
留
床
）

を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
開
発

事
業
費
を
ね
ん
出
す
る
と
同
時
に
、
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
利
益
が
生
み
出
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ご
説
明

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
保
留
床
」
は
、
す
べ
て
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
も
の
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、

新
し
い
建
物
に
な
ん
ら
か
の
施
設
を
整

備
す
る
た
め
に
、
使
用
す
る
部
分
の

「
保
留
床
」
を
売
却
し
て
再
開
発
事
業

の
収
入
に
充
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
保
留
床
処
分
金
」
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。

こ
の
「
建
物
に
施
設
等
を
取
り
入
れ

る
た
め
の
床
」
の
「
保
留
床
処
分
金
」

の
金
額
を
区
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「
連
載
27
」
で
試
算
し
た
各
事
業
の

「
デ
ベ
の
儲
け
」
か
ら
引
い
て
み
ま
す
。

こ
の
な
か
で
、
「
月
島
西
仲
通
り
地

区
」
の
「
保
留
床
処
分
金
」
は
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
０
円
な
の

か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
「
市
街
地
再
開
発
事
業
の
闇
」

の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
の
試
算
（
私

算
）
で
す
の
で
、
実
際
の
「
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
取
り
分
」
で
は
な
い
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

【
湊
２
丁
目
東
地
区
】

・
保
留
床
処
分
金
…
約
28
億
円

（
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
）

78
億
ー
28
億
＝
50
億
円

＊
ゴ
シ
ッ
ク
字
体
の
計
算
式
は
、
「
27

号
」
の
数
字
78
億
円
か
ら
「
保
留
床
処

分
金
」
28
億
円
を
引
い
た
額
で
、
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
利
益
額
に
近
づ
き
ま
す
。

以
下
、
他
の
事
業
も
同
様
に
再
試
算

し
ま
し
た
。

【
月
島
一
丁
目
３
、
４
、
５
番
地
区
】

・
保
留
床
処
分
金
…
31
億
円

（
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
、

野
村
不
動
産
）

１
６
６
億
ー
31
億
＝
１
３
５
億
円

【
勝
ど
き
五
丁
目
地
区
】

・
保
留
床
処
分
金
…
３
億
円

（
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
、

野
村
不
動
産
Ｊ
Ｖ
、
鹿
島
建
設
、

三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
、
住
友
商
事
）

４
０
０
億
ー
３
億
＝
３
９
７
億
円

【
月
島
一
丁
目
西
仲
通
り
地
区
】

・
保
留
床
処
分
金
…
０
円

（
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
、

丸
紅
、
大
成
建
設
）62

億
ー
０
＝
62
億
円

【
勝
ど
き
東
地
区
】

・
保
留
床
処
分
金
…
１
４
８
億
円

（
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
）

４
５
２
億
ー
１
４
８
億
＝
３
０
４
億
円

こ
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
「
取
り
分
」

に
つ
い
て
の
説
明
は
、
勉
強
会
で
も
検

討
会
で
も
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
街
地
再
開
発
事
業
の
真
の
目
的
を

知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

（
つ
づ
く
）
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